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【年通号数】公開・登録公報2016-019
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【手続補正書】
【提出日】平成29年1月17日(2017.1.17)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　ユーザ装置（ＵＥ）による無線通信のための方法であって、
　少なくとも１つの送信ポイントからサブフレームにおいて送信された基準信号（ＲＳ）
に基づいて前記サブフレームにおける複数の周波数位置においてチャネル推定を、前記複
数の周波数位置の各々に関するチャネル推定値を入手するために行うことと、
　各周波数位置に関する少なくとも１つのチャネルフィードバックメトリックを、その周
波数位置に関する前記チャネル推定値に基づいて、計算することと、
　前記チャネルフィードバックメトリックを前記少なくとも１つの送信ポイントに送信す
ることと、を備える、方法。
【請求項２】
　各周波数位置は、前記ＲＳのうちの１つを送信するために使用される１つのリソース要
素（ＲＥ）に対応する請求項１に記載の方法。
【請求項３】
　前記チャネル推定における誤差を取り除くためのフィルタリングをさらに備える請求項
１に記載の方法。
【請求項４】
　前記少なくとも１つのチャネルフィードバックメトリックは、各周波数位置に関するプ
リコーダ行列インジケータ（ＰＭＩ）又はチャネル品質インジケータ（ＣＱＩ）のうちの
少なくとも１つを備える請求項１に記載の方法。
【請求項５】
　前記少なくとも１つのチャネルフィードバックメトリックは、チャネル方向を備える請
求項１に記載の方法。
【請求項６】
　前記少なくとも１つのチャネルフィードバックメトリックは、前記チャネル推定の一部
として計算されたチャネル行列要素を備える請求項１に記載の方法。
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【請求項７】
　前記少なくとも１つの送信ポイントは、少なくとも第１及び第２の送信ポイントを備え
、
　前記少なくとも１つのチャネルフィードバックメトリックは、前記第１及び第２の送信
ポイントの各々に関するインターポイント振幅及び位相情報を備える請求項１に記載の方
法。
【請求項８】
　前記周波数位置の粒度を示すシグナリングを受信することをさらに備える請求項１に記
載の方法。
【請求項９】
　前記シグナリングは、異なる送信ポイントに関する異なる粒度を示す請求項８に記載の
方法。
【請求項１０】
　前記チャネルフィードバックメトリックは、周期的に送信され、
　異なる周波数位置に関する前記チャネルフィードバックメトリックは、異なるサブフレ
ームにおいて送信される請求項１に記載の方法。
【請求項１１】
　前記チャネルフィードバックメトリックは、非周期的に送信され、前記複数の周波数位
置に関する前記チャネルフィードバックメトリックは、単一の報告において提供される請
求項１に記載の方法。
【請求項１２】
　ユーザ装置（ＵＥ）による無線通信のための方法であって、
　少なくとも１つの送信ポイントからサブフレームにおいて送信された復調基準信号（Ｄ
Ｍ－ＲＳ）を、前記サブフレームにおける複数の周波数位置において受信することと、
　前記複数の周波数位置の少なくとも２つにおいて前記ＤＭ－ＲＳに基づいてチャネル推
定を、前記少なくとも２つの周波数位置の各々に関するチャネル推定に関する値を入手す
るために行うことと、
　前記少なくとも２つの周波数位置間の周波数位置に関するチャネル推定に関する値を決
定するために、前記少なくとも２つの周波数位置に関する前記チャネル推定に関する前記
値に基づいて、内挿を行うことと、
　前記少なくとも２つの周波数位置間の前記周波数位置に関する前記チャネル推定に関す
る前記値に少なくとも部分的に基づいて１つまたは複数の信号の復調を行うことと、を備
える、方法。
【請求項１３】
　各周波数位置は、前記ＤＭ－ＲＳのうちの１つを送信するために使用される１つのリソ
ース要素（ＲＥ）に対応する請求項１２に記載の方法。
【請求項１４】
　チャネル推定を前記行うことは、プリコーディングが物理的リソースブロックグループ
にわたって固定されるバンドリングを仮定せずにＤＭ－ＲＳ周波数位置ごとに前記チャネ
ルを推定することを備える請求項１２に記載の方法。
【請求項１５】
　ユーザ装置（ＵＥ）による無線通信のための装置であって、
　少なくとも１つの送信ポイントからサブフレームにおいて送信された基準信号（ＲＳ）
に基づいて前記サブフレームにおける複数の周波数位置においてチャネル推定を、前記複
数の周波数位置の各々に関するチャネル推定値を入手するために行うことと、
　各周波数位置に関する少なくとも１つのチャネルフィードバックメトリックを、その周
波数位置に関する前記チャネル推定値に基づいて、計算することと、
　前記チャネルフィードバックメトリックを前記少なくとも１つの送信ポイントに送信す
ることと、を行うように構成された少なくとも１つのプロセッサと、
　前記少なくとも１つのプロセッサと結合されたメモリと、を備える、装置。
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【請求項１６】
　各周波数位置は、前記ＲＳのうちの１つを送信するために使用される１つのリソース要
素（ＲＥ）に対応する請求項１５に記載の装置。
【請求項１７】
　前記少なくとも１つのプロセッサは、前記チャネル推定における誤差を取り除くために
フィルタリングするようにさらに構成される請求項１５に記載の装置。
【請求項１８】
　前記少なくとも１つのチャネルフィードバックメトリックは、各周波数位置に関するプ
リコーダ行列インジケータ（ＰＭＩ）又はチャネル品質インジケータ（ＣＱＩ）のうちの
少なくとも１つを備える請求項１５に記載の装置。
【請求項１９】
　前記少なくとも１つのチャネルフィードバックメトリックは、チャネル方向を備える請
求項１５に記載の装置。
【請求項２０】
　前記少なくとも１つのチャネルフィードバックメトリックは、前記チャネル推定の一部
として計算されたチャネル行列要素を備える請求項１５に記載の装置。
【請求項２１】
　前記少なくとも１つの送信ポイントは、少なくとも第１及び第２の送信ポイントを備え
、
　前記少なくとも１つのチャネルフィードバックメトリックは、前記第１及び第２の送信
ポイントの各々に関するインターポイント振幅及び位相情報を備える請求項１５に記載の
装置。
【請求項２２】
　前記少なくとも１つのプロセッサは、前記周波数位置の粒度を示すシグナリングを受信
するようにさらに構成される請求項１５に記載の装置。
【請求項２３】
　前記シグナリングは、異なる送信ポイントに関する異なる粒度を示す請求項２２に記載
の装置。
【請求項２４】
　前記チャネルフィードバックメトリックは、周期的に送信され、
　異なる周波数位置に関する前記チャネルフィードバックメトリックは、異なるサブフレ
ームにおいて送信される請求項１５に記載の装置。
【請求項２５】
　前記チャネルフィードバックメトリックは、非周期的に送信され、
　前記複数の周波数位置に関する前記チャネルフィードバックメトリックは、単一の報告
において提供される請求項１５に記載の装置。
【請求項２６】
　ユーザ装置（ＵＥ）による無線通信のための装置であって、
　サブフレームで、少なくとも１つの送信ポイントから前記サブフレームにおいて送信さ
れた復調基準信号（ＤＭ－ＲＳ）を複数の周波数位置において受信することと、
　前記複数の周波数位置の少なくとも２つにおいて前記ＤＭ－ＲＳに基づいてチャネル推
定を、前記少なくとも２つの周波数位置の各々に関するチャネル推定に関する値を入手す
るために行うことと、
　前記少なくとも２つの周波数位置間の周波数位置に関するチャネル推定に関する値を決
定するために、前記少なくとも２つの周波数位置に関する前記チャネル推定に関する前記
値に基づいて、内挿を行うことと、
　前記少なくとも２つの周波数位置間の前記周波数位置に関する前記チャネル推定に関す
る前記値に少なくとも部分的に基づいて１つまたは複数の信号の復調を行うことと、を行
うように構成された少なくとも１つのプロセッサと、
　前記少なくとも１つのプロセッサと結合されたメモリと、を備える、装置。
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【請求項２７】
　各周波数位置は、前記ＤＭ－ＲＳのうちの１つを送信するために使用される１つのリソ
ース要素（ＲＥ）に対応する請求項２６に記載の装置。
【請求項２８】
　前記少なくとも１つのプロセッサは、プリコーディングが物理的リソースブロックグル
ープにわたって固定されるバンドリングを仮定せずにＤＭ－ＲＳ周波数位置ごとに前記チ
ャネルを推定することによってチャネル推定を行うように構成される請求項２６に記載の
装置。
【請求項２９】
　異なるサブフレームで、異なる周波数位置においてチャネル推定を実行することをさら
に備える請求項１に記載の方法。
【請求項３０】
　前記少なくとも１つのプロセッサは、異なるサブフレームで、異なる周波数位置におい
てチャネル推定を行うようにさらに構成される請求項１５に記載の装置。
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